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第１報9)においてその一部を報告したが，愛媛県の中予地区北条市には，かなり古くから，根身

が赤紫色を呈し大型でシリンダータイプをした抽苔性の遅い在来の地大根がある。しかし，この地

大根の栽培学的分類や栽培地域ならびにこれらの成立要因などについては，あまりよく知られてい

ない。この地大根の形質からみて，おそらくは南九州地大根群に属するものと思われるが，当地方

においては，特定の地域にのみ栽培が認められる。また，この大根は三月大根あるいは三月こう，

圧大根などと呼ばれ，主に農家の庭先で僅かながら栽培されているにすぎない。

そこで本報では，これらの地大根が栽培されている地域ならびに栽培の歴史的背景などについて

引き続き現地調査を行い，若干の知見を得たので報告する。

Ⅱ調査方法

北条市のほぼ全域について現地調査を行った。特に主要地点と思われる４０箇所（図－１）につい

ては．農家の古老による聞き取り調査を実施し，地大根の栽培状況やその歴史などについても検討

を試みた。また地域ごとに農協の営農指導員や部落の区長などの協力を得て，地大根が栽培されて

いると思われる菜園をたずね，栽培状況や利用，保存，採種方法などを調査した．さらに愛媛県の

主な棚苗商などを対象に聞き取り調査を実施して，当地方における地大根の種類ならびに主要な大
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根種子の販売，仕入れ先などの調査を行った。その他に，北条市誌１０や伊像国風早地誌')および愛

媛県地名大辞典O，日本‘埜史地名大系（愛媛県の地名)，など文献による検討も行った。

Ⅲ調査結果

１．栽培地域

三月大根が栽培されている地域は，愛媛県中予地区でも北条市に限られている。なかでも図－１

に示す通り，北条市の立岩川を挟んでその北側の山麓部から下流域の平野部にかけて広がる旧難波

村の庄を中心とした地域と，同河川の南側流域に位置する旧正岡村の八反地・椋原を中心とした地

域が存在し，その他の地域での栽培は非常に僅かである。

（１）庄を中心とした栽培地域

この地域は北条市で最も大きな河川である立岩川の北側に位置し，同河川の山麓中流域から順次

庄→老僧→上難波→中通→下難波へとその集落は下流域に向って山麓部から平担部をとりまくよう

に連なっている。

現地調査による結果では，庄を中心に順次下流域に下るにしたがってその地大根の栽培は少なく

なっている。またこの地域では，これらの地大根を「庄大根」と呼んでいる。

（２）八反地・椋原を中心とした栽培地域

この地域は立岩川の南側に位置し，八反地・椋原を中心とした地域に地大根の栽培が集中してい

る。特にこの地域では，八竹山，二神山などの山麓部の西斜面を有した花淘岩台地に椋原の集落が

あり．ここから北西部下流域の平野部にかけてゆるやかに下って行くといくつかの集落が散在す

る。これらの上流域から中西外上→八反地→中西内→中西外下．さらに下って行くと辻の集落へと

扇状に広がっている。この地域における地大根の栽培は順次下流域に下るに従って少なくなる。ま

たこの地域ではこれら地大根の呼び名を「三月こう」および「三月大根」などと呼んでいる。

（３）その他の栽培地域

前述した二つの地大根の主要な栽培地域の他には，ほとんど栽培は見られない。例えば両地に隣

接する海岸部の大浜・土手内・新開などの各地区や立岩川中流域山麓部の高田・神田・波田などの

地域でも，三月大根の栽培は見られない。さらに立岩川上流域にさかのぼり，才之原・猿川・小山

田地区などの中山間地帯でも，その栽培は見られない。

一方，椋原地区に隣接してほぼ同じような地形を有し，地哲条件も似ていると思われる萩尾地区

でも，三月大根の栽培はみられなかった。また北条市の南部地域を流れる河野川や高山川などの流

域には，その山麓部から平担部にかけて椋原とほぼ同じような地形を有する地域があるが，三月大

根はほとんど栽培されていない。しかしながら例外的に宮内・別府・横谷・米之野などの各地区に
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図一ｌ北条市における三月大根の栽培状況

注）○印の大きさは栽培状況の程度を，×印ば栽培頭実のないことを示す。
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おいては，僅かながら過去においてその栽培の記録力認められた。しかもその栽培は特定の時期に

限られ，またその面積は非常に小さいものであった。さらに河野川および高山川の中下流域にあた

る善応寺・佐古・常保免・片山・夏目・苗木・中須賀・府中などの各地区や粟井川流域などにおい

ても，三月大根の栽培は全く認められなかった。

２三月大根の栽培とその形態

現地調査の結果から，北条市における三月大根の形態には，前述の二つの主要な栽培地域におい

て各々類似点ならびに相異点のあることが判明した。

（１）庄を中心とした地域の地大根（庄大根）

この地域の地大根は図－２のＬ３５に示されるように，そのほとんどが平担部の水田地帯に栽

培されている。さらにその地大根の形態についてみると，その根身はやや細めのものが多く，葉身

部はやわらかである。さらに葉身部未展開葉部分には紫紅色を呈しているものと，そうでないもの

とがあり，立性～斜性のものが多く見られた（図－２のｌ）。根色は赤紫色の鮮明なもの，やや薄

いものから白色のものまであり，非常に変異に富んでいる。

②八反地・椋原を中心とした地域の地大根（三月こう。三月大根）

この地域の地大根は図－２の２４．６に示されるように，その多くは排水の良い花尚岩の風化土

填を母体とした台地の畑地帯に栽培されているものが多い。その形態的特徴は図－２の６にみられ

るように葉身部は潤緑色を呈し，やや硬くその中心部の未展開葉の部分には，庄地域のものと同様

に紫紅色の強いものと全然ないものとがある。また根身は，三月大根特有の大型でシリンダータイ

プを有するものが多く，より鮮明な赤紫色を呈しているものが多いが，ここでも根色の変異はある。

さらにこの地域の地大根の葉身部は赤紫色をした根部を覆うような形で伏性であり，庄地域のもの

が立性～斜性のものが多い点と異なっていた。また椋原地区では図－２の４に見られるように，４

月の上旬を過ぎて桃の花が満開の時期になっても，これらの地大根は煮物，切干し，なますなどの

食用に供されている。この地域の住民の話では，「地上部を切除しておけば大根のす入りが少なく

て．４月の下旬頃まで充分おいしく食べられる」と言っている。

３両地域における栽培の歴史

（１）庄を中心とした庄大根

この地域の調査では７２歳～８３歳の老人９名について聞き取り調査を行い，全員共通して「子

供の頃から，この地域での庄大根の栽培をよく知っている」と言う結果を得た。またこの地域で現

在老人クラブの会長をしている７３歳の古老は，「明治２年生れの父親が圧大根を栽培して，朝市

に出荷したことがある」と話し，別の８３歳の古老も，「祖父の時代から栽培しているから，おそ

←－３８－



らくは今から２００年くらい前からすでに庄大根はあったのではないか」と話してくれた。さらに、

この地域の８３歳の老婦人は，「私はこの土地に生れ育ったが，自分の子供の頃から庄大根はあっ

た」と農作業をしながら話を続けた。「この大根はおいしいからいつも作る。煮物はもちろんのこ

と，切干しにしたり，はりはりなど酢物にしても，とてもおいしいので毎年作るのが楽しみだ」と

話してくれた。

②八反地・椋原を中心とした三月こう。三月大根

すでにこの地域の歴史については，その一部を第１報，で報告した。当地域の７５歳の老人は．

「古ばあさん（曾祖母）から三月大根の話を聞いており，今，古ばあさんが生きておれば１５２歳

になるから，おそらく２００年くらい前からこの地に三月大根は作られていたと思う」と話してい

た。また八反地の８６歳になる古老の話では「自分が知っている地大根はかなり昔から作られてい

るものと思うが詳しいことはわからない。この土地の地大根は３月～４月頃に抽苔するが抽苔して

もなおす入りが少なく，綴密でやわらかく，煮炊物や酢物などに使えるので重宝である」と話して

くれた。またこの地区では三月大根の呼び名を昔から三月こうと呼んでいる」と語っていた。

Ⅳ調査結果の考察

１．庄、八反地・椋原両栽培地域の成立および形態的変異

図－１の通り三月大根の栽培地域としては，庄を中心とする地域と八反地・椋原を中心とする地

域が成立しており，両地域の三月大根の間には。形態的・生理的特性に類似点および相違点が認め

られる（図－２）。

この成立および侍性の差異に関しては，以下のような要因が関与しているものと推定される。

（１）行政区画の変遷および大氏神・氏子の関係

庄地域は古くは風早郡難波郷に属し，明治９年（１８７６）の大小区制の名称替えの時には第１４

小区に属している（図－３，図－４）。これに対して八反地．椋原は，古くは風早郡正岡郷でのち

には第１３小区に属しており，両地域は行政区を全く異にしていろ（図－３，図－４）。

それが郡区町村編成法公布後の明治１８年（１８８５）の郡区町村制戸長役場の統合で，八反地に

戸長役場を世き，庄，八反地．椋原の両地域は同一行政区に入っている（図－３，図－５）。この

統合は明治２２年（１８８９）の市町村制の施行までの５年間続いている。その後昭和２６年（１

９５１）の北条市の誕生まで両地域は別々の行政区に入り、庄は難波村に’八反地・椋原は正岡村

に属していた（図－３，図－６）。

三月大根が北条に入ってきたのは今から１００年～１５０年前の江戸末期から明治初期頃ではな

いかと思われることから，庄または八反地のどちらか．あるいはその両方に現在の三月大根の素材

になる大根が入り，その地区に在来していた大根との間で互いに交雑が起こり，栽培と選抜がくり
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返されてきたものと推定される。この間に両地区の統合があり，栽培がさらに広まったものと考え

られる。この両地域の間の交流には，郷社（のちの県社）国津比古命神社が両地域の大氏神であっ

たことも関係があると考えられる。また，その後行政区が別れ，両地域の間には三月大根の種子の

交流はあまりないまま，それぞれ独自に栽培されてきたものと推定される。

（２）両地域における栽培場所の時代的変遷

両地域はともに古い歴史を持ち，その集落の背後には山麓に文化遺跡があり，それぞれの地域で

焼畑・開墾などによる発展の歴史をうかがうことができる。ことに庄地域の歴史は古く，その周辺

地域での焼畑などによる開懇，開畑の歴史は現在の萩原・尾儀原・老僧などの地名からも容易に想

像できる。

同様に八反地・椋原地域においても，年代は新しいと思われるものの，圧→老僧などの開墾・開

畑の関係とほぼ同じような発展過程を経てきているものと考えられる。

現在の圧地域における山麓部は，そのほとんどがみかん園や雑木林になっている。しかしあまり古

くない昔には，ここに集落があったものと思われる。長い歴史の中で集落は描かずつ移動し，現在

のような平担部の水田地帯に移動してきたものと考えられろ。これに伴い地大根もまた水田地帯の

住宅地のすぐそばで栽蛸されるようになったものと推定される。

これに対し八反地・椋原地域の地大根の栽培は，当地域における集落の発展の雁史5)とともに推

移して来たものと思われる。特に二神山の西南斜面に位置する台地などでは，明浩末期から大正初

期にかけて州墾が行われている。7）したがってこの地域,特に椋原では，比較的新しい時代になって

集落の急速な発展があり，開墾・開畑などによる耕地の拡大と共に，新しい排水のよい現在の畑地

台地が生まれ，ここに地大根が定着して現在に至っているものと想像される。

（３）両地域における地大根の呼びかたの違い

庄地域では「庄大根」，八反地では「三月こう」，椋原では「三月大根」とそれぞれの地域で呼

びかたが決まっており，各地域では他の呼び方をほとんどしない。このことは各々の地域において，

自分達の大根であるという意識が強く感じられろ。またこれらの地域では，「他県等から種子の分

鍍依頼があっても，あまり地域外へは出したがらない」という話も聞く。

以上のことから考えると，各地域間では種子の交流もあまりなく，またその必要もなかったもの

と思われる。

（４）両地域における採種時の選抜意識の違い

庄地域の聞き取り調査によると，「庄大根は他の大根よりおいしいから作る」という声が多く，

一方,八反地・椋原地域では「抽苔性が遅く，抽苔してもなおす入りが少なくて，長い期間食べられ

るので血宝だ」という結果を得た。これら両者の間ではその意識において幾分異なるものを感じた。

すなわち庄地域では、抽苔性・す入り性などよりも食味にその主眼が置れているように見えた。こ
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図－４大小区制の名称替え（明治９年）後の行政区画

ｉ

図－５郡区村制戸長役場の統合（明治１８年）後の行政区、
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図－６市町村制施行（明治２２年）後の行政区画

れに対し八反地・椋原地域では抽苔性の遅いもの，す入り性などを渚えて長期間食用に出来る形質

の選抜にその重点が置かれているように思われた。このような意識の通いは，前述した両者の栽培

場所による時代的変遷とも深くかかわりあっているものと考えられる。

（５）採種方法の違い

以上のほかに，両地域では採匝方法にも違いが認められた。すなわち圧地域では，図－２の５に

みられるように，それぞれの農家が自分で最も良い形質を持っていると思われる大根ただ１本のみ

を早くから決めて残し，翌年の種子を採っている場合が多い。この場合その周辺には色々な別の大

根が散在している風景もよく見られた。

一方,八反地・椋原地域の地大根の採剛は，抽苔性に主眼が間れているためか，より多くの個体か

ら抽苔性の早いものを順次取り除いて行き，その結果遅くまで複数の個体を同一場所に残して採種

している場合が多くみられた。
●■●●●

以上の結果と大根が他殖性作物であることを考え合わせると，圧大根ではより幅の広い変異を保

ちながら独自に発達しその特徴はよくあらわれているように思われた。八反地・椋原地域では採種

の選抜意識がほぼ統一されており，その結果より変異幅の狭い形で現在の地大根が推移して来てい

るものと考えられる。

以上のようにこれら種々の要因が関与して両栽培地域が成立し，形賀の類似点・相違点を併せ持
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つ現在の三月大根が両地域に成立したものと考えられる。したがって両地域における三月大根の起

原は同じものと思われる。

前述の主要な二つの地域以外のところでは，三月大根の栽培はほとんどみられない。主要な両地

域に隣接する海岸部の大浜，土手内，新聞などでは，塩害や風害，また低湿地による湿害などの気

象および土壌条件が主な原因で栽培されないものと考えられる。両地域を狭む立岩川の上流や北条

市の南部地域を流れる河野川，高山川，粟井川などの上流域中山間部地帯でも，栽培はほとんどみ

られない。これは三月大根が南九州地大根群に属するものと考えられることから，これらの地域に

おいては１月，２月の低温．寒風が制限要因となるものと考えられる。また椋原地区に隣接する萩

尾地区や河野川，高山川流域における山麓部から平担部にかけての各地区では，地形が椋原地区と

よく似たところもあるが三月大根の栽培は認められなかった。これらは行政区画が昭和２６年北条

市の誕生までは全く異っていること（図－３，４．５，６），大氏神（郷社）が国津比古命神社（旧

難波村，旧正岡村），高縄神社（旧河野村），宇佐八幡神社（旧粟井村）などそれぞれ異っている

こと，さらに土地条件などの違い等も関係しているものと推定される。

２．庄，八反地・椋原向地域における栽培の歴史

庄の地域では農家の古老を対象に聞き取り調査を行った。幸いこの地域では，老人クラブの会長

など当地域に栽塙されている地大根について関心を持っている人達が多く，庄大根の戦埼状況やそ

の歴史について非常に詳しい話しを聞かせてくれた。

庄におけるMH取り調査の最も古い話では２００年の歴史を持つことになる。また八反地・椋原地

域の聞き取り調査からも２００年にさかのぼる結果となり，両者の歴史は偶然にも一致した。

次に三月大根について，文献による検討を行った。三月大根の特性によく似た大根の記載として，

「農業全書」’１)（１６９６）の餅大根，三月大根，伊吹葉，ねずみ大根，「和漢三才図絵」6)（１

７１３）の三月大根，「菜譜」ウ（１７１４）の三月大根，もち大根，伊吹大根，また「本草図譜」

の「菜部」２)（１８１４）に，あか大根，むらさき大根，西瓜大根，紅あざみ大根，伊吹大根など

がみられ，いずれの品種も成立は今から１８０～１９０年前と推定される。これら文献による年代

と前述してきた庄，八反地．椋原両地域の地大根の２００年くらいという歴史は、ほぼー致する。

しかし，現地聞き取り調査をより厳密に考えると，これらの地大根は今からｌＯＯ～１５０年くら

い前に当地方にあらわれたものと推察される。

また，以上のほかに愛媛県の主要な種苗商にも出向いて聞き取り調査を実施した。その結果，比

較的新しい時代の大正末期頃から終戦後の昭和25年頃の時期において２～３の祁苗商では九州地方

から祁々の地大根の種子（例えば女山，桜島，練早四月，横川赤など）を導入していたことがわか

った。これらは一部現在でも，「松山市和気，堀江地区などに残っているのではないか」と，棚苗
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商は話してくれた。またこれとは別に大洲市のある種苗商は「大正末期から昭和３０年頃まで，温

泉伽中島町などの各島峨部に行商し，九州地方から仕入れた種子を販売していた」と語ってくれた。

しかしこれらの話は，いずれも先に述べた北条市に在来する三月大根の成立とは年代の点から無関

係であることが今回の調査で明らかになった。

Ｖ摘要

前報に引き続き，北条市に在来する地大根（三月大根）の栽培地域並びに栽培の歴史的背景など

について現地調査を行った。

（１）三月大根が栽培されている地域は，愛媛県中予地区でも北条市に限られている。なかでも，

北条市の立岩川を狭んでその北側の山麓部から下流域平野部にかけて広がる旧難波村の「庄」を中

心とした地域と，同河川の南側流域に位置する旧正岡村の「八反地・椋原」を中心とした地域が存

在し，その他の地域での栽培は非常に僅かである。

（２）庄を中心とした地域の地大根は「圧大根_ｌと呼ばれ，ほとんどが水田地帯に栽培されていろ。

その地大根の葉身は未展開部が紫紅色を呈し，やわらかく，立性～斜性である。根身はやや細目で，

赤紫色の鮮明なもの，やや薄いものから白色のものまであり非常に変異にとんでいる。

（３）八反地・椋原を中心とした地域の地大根は「三月こう」とか「三月大根」とか呼ばれ，その

多くは排水の良い花崩岩の台地の畑地補に栽培されている。葉身部は濃緑色を呈し，やや硬く〆未

展開部は紫紅色である。根身は大型でシリンダータイプをした赤紫色のものが多い。また，葉身部

は根身を覆うような伏性である。

（４）聞き取り調査より、庄，八反地・椋原の両地域共に，「古くから栽培は行われており，２００

年くらいの歴史がある」という結果を得たが、検討の結果，その年代は１００～，５０年くらいま

でさかのぼることができる。

（５）庄，八反地・椋原の両地域が主要栽培地域になり，かつ両地域の地大根に形態的差異が認め

られる。これは，両地域におけるｉ）行政区の変遷，大氏神と氏子の関係．ｉｉ）栽培場所の時代的

:変遷，iii）地大根の呼び名の違い，iv）採種方法の違い，ｖ）気象条件並びに土壌条件等の要因が

関与しているものと推定される。
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